
冊子「予防接種と子どもの健康」をよく読んだ

うえで接種しましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予防接種名 接種対象者 接種開始年齢 接種回数 接種間隔

生後2か月～7か月未満
※望ましい接種スケジュール

4回

初回 　27日以上の間隔（標準的には27～56日の間隔）

　　 　をおいて、1歳に至るまでに3回

追加 　3回目の接種から7か月以上の間隔（標準的には

　　　 7～13か月未満の間隔）をおいて1回

接種開始が生後7か月～1歳未満 3回

初回　 27日以上の間隔（標準的には27～56日の間隔）

　　　 をおいて、1歳に至るまでに2回

追加 　2回目の接種から7か月以上の間隔（標準的には

          7～13か月未満の間隔）をおいて1回

接種開始が1歳～5歳未満 1回 ―

接種開始が

生後2か月～7か月未満
4回

初回　 27日以上の間隔をおいて、2歳（標準的には

          1歳未満）に至るまでに3回

　　　※2回目が1歳を過ぎたときは3回目を接種せず追加

            接種を実施

追加 　3回目の接種から60日以上あけ、1歳以降（1歳～

          1歳3か月が望ましい）に1回

接種開始が生後7か月～1歳未満 3回

初回　 27日以上の間隔をおいて、2歳（標準的には

          1歳未満）に至るまでに2回

　

追加 　2回目の接種から60日以上あけ、1歳以降に1回

接種開始が1歳～2歳未満 2回 60日以上の間隔をおいて2回

接種開始が2歳～5歳未満 1回 ―

ヒブ
生後2か月

～5歳未満

小児用

肺炎球菌

生後2か月

～5歳未満

接種対象者 接種回数 接種間隔

1歳未満 3回

生後2か月からが望ましい

2回目／1回目から27日以上の間隔をおく

3回目／1回目から139日以上の間隔をおく

出生6週0日～出生24週0日 2回

ロタリックス

1回目／生後2か月から初回接種を開始する。生後14週6日

           まで（出生日の翌日を1日として換算）の接種を

           推奨

2回目／1回目の接種から27日以上の間隔

出生6週0日～出生32週0日 3回

ロタテック

1回目／生後2か月から初回接種を開始する。生後14週6日

           まで（出生日の翌日を1日として換算）の接種を

           推奨

2回目／1回目の接種から27日以上の間隔

3回目／2回目の接種から27日以上の間隔

生後2か月～7歳6か月未満 4回

初回　 20日以上の間隔（標準的には20～56日の間隔）

         をおいて3回（生後2～12か月までが望ましい）

追加 　3回目の接種から6か月以上の間隔

　　   （1年～1年半後が望ましい）をおいて1回

ロタウイルス

四種混合
(ジフテリア・百日せ

き・破傷風・ポリオ)

予防接種名

Ｂ型肝炎

接種対象者 接種回数 接種間隔

1歳未満
（生後5か月～8か月が望ましい）

1回
-

1期 1歳～2歳未満 1回 1歳の誕生日～2歳の誕生日の前日まで

2期
2017（平成29）年4月2日～

2018（平成30）年4月1日

生まれ（年長児）
1回 小学校就学前1年間（4月1日～3月31日まで）に1回

1歳～3歳未満
※水ぼうそうにかかったことの

   ある方は接種不要。

2回

初回　 1歳から1歳3か月に至るまでが望ましい

追加 　初回接種終了後3か月以上の間隔

　　  （6か月～12か月が望ましい）をおいて1回

 1期初回　3歳～4歳が望ましい

               1週間以上の間隔（1～4週間の間隔が

               望ましい）をおいて2回

 1期追加　4歳～5歳が望ましい

               1期初回2回目の接種から6か月以上あけて

              （1年後の接種が望ましい）1回

9歳～13歳未満  2期　　9歳～10歳が望ましい

2003（平成15)年4月2日～

2007（平成19）年4月1日生

まれ

特例措置
4回接種のうち不足回数分を20歳未満の間、接種可能

接種間隔については要相談

11歳～13歳未満
（小学6年生の学年での接種が

    望ましい）

1回
-

小学校６年生から

高校１年生相当の女性

2007（平成19）年4月2日～

2012（平成24）年4月1日生ま

れの女性

（中学1年生の学年での接種が

   望ましい）

2回

または

3回

 

ガーダシル

2回目／1回目から1か月以上の間隔（2か月の間隔が

           望ましい）をおく

3回目／2回目から3か月以上の間隔（1回目から6か月以上

           の間隔が望ましい）をおく

 サーバリックス

2回目／1回目から1か月以上の間隔をおく

3回目／1回目から5か月以上かつ、2回目から2か月半以上

           の間隔（1回目から6か月以上の間隔が望ましい)

           をおく

 シルガード9

1回目の接種を15歳になるまでに受ける場合（2回）

2回目／1回目から5か月以上の間隔（標準的な接種間隔

　　　　は6か月後）

　　　※2回目の接種が１回目から5か月未満の場合は、3回

　　　　目の接種が必要になります。

1回目の接種を15歳になってから受ける場合（3回）

2回目／1回目から1か月以上の間隔（標準的な接種間隔は

　　　　2か月後）

3回目／2回目から3か月以上の間隔（標準的な接種間隔は

　　　　1回目から6か月後）

1997（平成9年）4月2日～

2007（平成19年）4月1日生

まれの女性

キ ャ ッ チ

アップ接種
3回接種のうち、不足回数分を令和7年3月までに接種

子宮頸がん

※原則、同じ種類のワ

クチンでの接種が推奨

されています。

※いずれも、1年以内

に接種を終えることが

望ましいです。

ＢＣＧ

予防接種名

麻しん

風しん

混合

水痘

日本脳炎
※流行地域に渡航や滞

在される場合は、生後

6か月からの接種が推

奨されています。

3歳～7歳6か月未満
4回

二種混合
(ジフテリア・破傷風)

で囲まれた年齢（学年）はその予防接種を開始する年齢の目安です。 

他の予防接種との間隔を考慮したうえで接種してください。 


